
 

  

（５）巣鴨の流れに身をまかせて：チーム 19.7 

 

１９．７の提案 
白山通りの拡幅が地蔵通りにとって、巣鴨にとって、マイナスに作用するのではなく、

この街のこれからをより良くするためのチャンスに変えること-------これが私達に

与えられた課題だと思う。 

基本的に地蔵通りは、何かつくりかえるのではなく、今のままを保てるようにする。

「今のままを保つ」というのは、「地蔵通りは街の人がそこに来る人と一緒に日々街

を変え成熟させて行くというスタイル」を保つということである。白山通りは現にい

ま提案されているように、生まれる前から計画されていて、均質で統一されたすっき

りとしたイメージにし、ごちゃごちゃしてにぎやかなイメージの地蔵通りとは異なる

雰囲気にしたい。 

 

＜テーマ・キーワード＞ 

地蔵通り商店街の「中高年ターゲット」は変えない 

白山通りと地蔵通りは別の雰囲気＆役割でそれぞれ発展 

来訪者のために全てを変えるのでは 100％観光地に。ちょっと不便でもコミュニケー

ションでカバーする 

地蔵通り(旧中仙道)の入り口や真性寺、高岩寺の参門を重要視する 

休憩所、トイレ、歩道橋は量より質 

昔の立場だった庚申塚の雰囲気をどこかに感じさせる 

白山通り----年齢層なし、落ち着き、接客＆対話、レトロ、懐かしい etc 

地蔵通り----中高年中心、にぎやか、ショーウインドウ系、新しい etc 

 

巣鴨に通って感じたこと、街の人(店の人＆来訪者)と話して気づいたことと以上のテ

ーマをもとにこれからの巣鴨を提案する。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

  



 
 

 

 

 

 

  


